
★第25回瀬古利彦杯
　　　　　今年も全校で参加　　　　　　　　　　　　　１０月１９日（日）
　今年で記念の２５回目を迎える「瀬古利彦杯」に例年同様全校生徒教職員で参加しました。男
子１０ｋｍ・５ｋｍ・女子５ｋｍの三種目に選手、あるいは競技役員・係としての参加です。
  記念大会とあって、久しぶりに瀬古利彦さんご本人も姿を見せ、ランナーとして、スターター
として、表彰役員として大忙しの中、参加者との交流を深めました。
  本校からの参加選手も大活躍で、男子10km：１位加藤大喜君・２位坂本大樹君・５位曽根嵩征
君、女子５km：２位石川葵さん・３位菅野瞳さん・４位石川栞さん・５位及川澪さん・６位熊谷
有美香さん、男子５km：５位武田歩君　が入賞し、秋晴れの下、表彰台をにぎわせました。
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★花高祭
　「We Are One ~私たちはひとつ～」　１０月３１日（金）～11月1日（土）

　今年の花高祭初日のステージ部門では、学年毎に映像資料等を使用しての「総合的学習の時

間」「ボランティア活動」を中心とした発表、各クラスによるダンスの発表、音楽部の発表と続
きました。まさに充実した内容でした。中夜祭では、ダンス甲子園・男女装コンテスト・特技コ
ンテストが繰り広げられ、笑いに包まれたひと時となりました。２日目の学年・部活動（科学展
示など）・クラス等を中心とした展示発表・模擬店も、充実していました。
　今年は、１日目のステージ発表を保護者の方々に公開したり、保護者の方々の「餅つき・お振
る舞い」があるなど、今後にもつながる新機軸を打ち出すことができた文化祭となりました。

★岩手県公衆衛生組合連合会会長賞受賞
　　　　　野球部の地道な活動が県表彰に輝く   　　　    １０月２９日（水）
　野球部は１５年以上にわたり毎週水曜日に地域の清掃活動を実施してきました。この活動が評

価され、2012年に花泉地域・13年に一関市の公衛連の表彰を受けました。そして今回県の会長表
彰を受賞したのです。今年度は５団体、市内では唯一の表彰です。盛岡で行われた表彰式では５
団体を代表して本校加藤大喜主将が挨拶を述べました。加藤主将「入学したときから取り組んで
いるので習慣になっている。地域の方に声をかけられるとうれしいし、通学路がきれいになって
気持ちがいい。」



★進路達成状況（12月24日現在）
　　　進学：岩手県立大学、東北学院大学、東北福祉大学、石巻専修大学 等
　 就職：富士通ゼネラル、日本端子、日立建機、日ピス岩手　等
         今年も、就職内定率１００％達成！　地元就職率85％

★花泉高校・油島小学校　生徒児童交流会
　　６年目となる交流会　　　　　　　　　　　　　１２月２日（火）
　今年も油島小学校との交流会が行われました。油島小学校からは１３名（５年生５名、６年生
８名）の参加で、本校は生徒会執行部の１２名が対応しました。開会式の後、施設・授業見学が
あり、その後、生徒会執行部との交流会となりました。油島小児童から「高校で成長したことを
教えてください」などの質問があり、終始和やかな雰囲気の中、素晴らしい交流の機会となりま
した。生徒会長佐藤拓海君「少しでも参考になったらうれしい。これからは特に勉強が大切なの
で少しずつがんばって貰いたい。」

★修学旅行
　　　　　歴史・復興、そして未来へ　　　　　　　１２月６日（土）～１０日（水）
　今年も２年生が修学旅行に行ってきました。定番の歴史的建造物等の見学はもちろんですが、

北淡震災記念公園等で震災の状況と復興について学び、奈良では「燈花会」（ろうそくが美しい
灯の花を咲かせる行事）体験をするなど、今までにない体験をすることもできました。過去・現
在・未来について学び、考えることのできた、心に残る「たび」になりました。
　　暗闇でみんなで灯したろうそくに想いを込めて絆深まる　　高橋沙希

★ハナイズミモリウシ絵本シナリオ表彰
   　　いちのせき元気な地域づくり事業の一環　　　　 12月18日（木）
　本校校長室にて「いちのせき元気な地域づくり事業『モリウシってなに？』の絵本シナリオ」
の表彰が行われました。一般公募もある中、本校からは、２年生菅原麻依さん、１年生の菅原真
帆さん・横山葉月さん（合作）の３名２作品の応募があり、菅原麻依さんの作品が見事シナリオ
として採用されたのです。表紙・題字は花泉中学生、絵は花泉小学生の作品が使用され、まさに
花泉町内児童生徒の総力を結集した絵本となります。絵本は本年度内に『ハナとモリウシ』とし
て８００冊が印刷され、一関市内の学校等を中心に配布される予定です。
　当日は、岩手日報・岩手日日２社の取材も入り、菅原麻依さんは「うれしさよりも驚きが大き
い。たくさんの人に読んでもらえたらうれしい」とインタビューに応じました。


